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アジア・太平洋賞は研究者の登竜門 

外国語学部 清水麗教授 アジア・太平洋賞「特別賞」受賞 

2019年 11月 13日 パレスサイドビル９階にて授賞式 

麗澤大学(千葉県柏市/学長：徳永澄憲)の外国語学部に所属する清水麗（しみずうらら）教授がアジア・

太平洋地域に関する優れた本を著した研究者らに贈る第３１回アジア・太平洋賞「特別賞」を受賞しまし

た。 

アジア・太平洋賞は若手研究者の登竜門と言われており、アジア調査会創立 25周年記念で 1989年（平成

元年）に創設され、今までに合計 133人が受賞しています。毎日新聞社とアジア調査会が共催し、アジア・

太平洋の政治、経済、外交、社会、文化などについて優れた著書を発表した研究者や実践者に贈られる名誉

ある賞です。 

清水教授の著書『台湾外交の形成 日華断交と中華民国からの転換」は「一つの中国」という原則と、

国際社会での地位存続との板挟みのなかで、台湾は何を選択してきたのか。安全保障をめぐる米国と

の交渉、国連の中国代表権問題、日中国交正常化とその裏での日華断交などを、台湾側の動向を軸に

たどり、今日の台湾外交の真の根源を浮き彫りにする画期的著作として評価を得ました。 

 この度表彰式が 2019 年 11 月 13 日（水）午後５時、東京都千代田区一ツ橋、パレスサイドビル９階

「レストラン アラスカ」で行われます。 

 特別賞を受賞した清水教授は「数十年前に起きた歴史さえ、すでに人々の記憶から忘れ去られてい

る、なんとか書き残さなければという危機感から日華断交の研究をはじめまし

た。今回、台湾外交の形成というテーマに目をとめていただき、ご評価いただ

いたことは、歴史を伝えるという一つの役割を果たせたという意味で大変うれ

しく思います」とコメントしています。 

 

【著書概要】 

◆タイトル：『台湾外交の形成 中華断交と中華民国からの転換」 

◆発 売 日：2019年 1月 22 日 

◆著  者：清水麗  

◆出 版 社：名古屋大学出版会 ◆価 格：5,400円(税抜) 

 

【著者プロフィール】 

清水 麗（しみず うらら）外国語学部外国語学科教授。 

2019年より麗澤大学で教鞭を執る。 

筑波大学卒業、同大学院で博士（国際政治経済学）取得。研究テーマは「1950－70 年

代の中華民国政府の対日外交、蒋経国時代の日台関係」。専門分野は「東アジア国際関

係」「戦後日中台関係」。主な著書に『日台関係史」共編 などがある。 

 

【麗澤大学について】 

麗澤大学は昭和 10 年、創立者の廣池千九郎（法学博士）が「道徳科学専攻塾」を現在のキャンパス（千葉

県柏市光ヶ丘）に開塾したことから始まります。心豊かな人間性を養い、国際社会に貢献できる人材の育成

をめざし、今では大学・高校・中学・幼稚園を開設しています。また留学生の受け入れも積極的に行ってお

り、キャンパスには世界約 30 の国･地域から留学生が集まり、さまざまな言語が飛び交っています 

【本件に関するお問合せ先】麗澤大学 URL: http://www.reitaku-u.ac.jp/  

〒277-8686 千葉県柏市光ヶ丘 2-1-1  TEL：04-7173-3030  FAX：04-7173-3585 

入試広報グループ担当：川原（かわはら）Email：pr@reitaku-u.ac.jp   


